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川
越
市
消
防
団
は
、
三
月
七
日
、
第
六
十
回
日
本
消

防
協
会
定
例
表
彰
式
で
、
日
本
消
防
協
会
の
片
山
虎
之

助
会
長
か
ら
消
防
団
最
高
の
栄
誉
で
あ
る
特
別
表
彰

「
ま
と
い
」
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
本
年
は
、
わ
が
国
の
消
防
が
、
自
治
体
消
防
と
し
て

発
足
し
て
六
十
周
年
を
迎
え
る
年
で
す
。
こ
の
記
念
す

べ
き
年
に
、
念
願
で
あ
っ
た
こ
の
表
彰
を
、
全
国
二
千

四
百
以
上
あ
る
消
防
団
の
中
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
消
防
団
に
対
す
る
ご
理

解
と
ご
協
力
の
た
ま
も
の
で
す
。

　
こ
の
表
彰
は
、
昭
和
二
十
六
年
に
日
本
消
防
協
会
表

彰
旗
を
授
与
さ
れ
た
こ
と
に
合
わ
せ
て
、
平
成
八
年
に

埼
玉
県
消
防
操
法
大
会
で
優
勝
し
、
さ
ら
に
、
同
十
七

年
に
は
、
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
に
「
川
越
市
女
性

消
防
隊
」
と
し
て
出
場
し
準
優
勝
す
る
な
ど
、
永
年
に

わ
た
り
抜
群
の
成
績
を
堅
持
し
て
い
る
こ
と
が
高
く
評

価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
栄
誉
を
糧
に
、
市
消
防
団
員
は
住
民
の
皆
さ
ん

の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
今
後
も
一
丸
と
な
っ
て

「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
た
消
防
団

づ
く
り
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
局
総
務
課
　
�
２
２
２
‐
０
７
４
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川越鳶組合により、木遣りとともに「まとい」を披露する

※「
ま
と
い
」は
、全
長
二
メ
ー
ト
ル
。
純
金
ぱ
く
と
純
銀
ぱ
く
で
仕
上
げ

て
あ
り
、
重
さ
は
約
十
キ
ロ
あ
り
ま
す
。

特
別
表
彰
「
ま
と
い
」
を
受
賞

「
住
民
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
」

とび き や



消防だより2008.６月号

ー２ー

火事・救急・救助は119番
ー３ー

火事・救急・救助は119番

消
火
協
力
・
人
命
救
助
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度

2008年度全国統一防火標語「火のしまつ 君がしなくて 誰がする」2008年度全国統一防火標語「火のしまつ 君がしなくて 誰がする」

六
月
一
日
か
ら
は
す
べ
て
の
住
宅
に

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
が
設
置
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

も
う
付
い
て
ま
す
か
？
住
宅
用
火
災
警
報
器

　
消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
住
宅
（
自
動
火
災
警
報
器
な

ど
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
ア
パ
ー
ト
な
ど
を
含
み
ま
す
）

に
は
、
平
成
十
八
年
六
月
一
日
か
ら
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
同
日
よ
り
前
に
建
築
さ
れ
て
い
た
住
宅
は
、
川

越
地
区
消
防
組
合
の
火
災
予
防
条
例
で
二
年
間
の
設
置
猶

予
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
五
月
三
十
一
日
で

そ
の
猶
予
期
間
が
終
了
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
す
べ
て
の

住
宅
に
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
が
設
置
さ
れ
て
い
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
警
報
器
は
、
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
犠
牲
者
を
少
し
で

も
減
ら
す
た
め
に
設
置
す
る
も
の
で
、
寝
室
や
階
段
な
ど

に
設
置
し
ま
す
。

　
こ
の
警
報
器
を
設
置
す
る
に
は
、
一
定
の
基
準
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
基
準
は
、
左
の
イ
ラ
ス
ト
の
と
お

り
で
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
で
簡
単
に
取
り
付
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
る
方
も
、

再
度
確
認
し
て
、
適
正
な
設
置
場
所
に
設
置
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
訪
問
販
売
に
よ
る
不
適
正
な
販
売
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
法
外
な
価
格
で
売
り
つ
け
る
と
い
っ

た
手
口
が
多
い
よ
う
で
す
。
不
審
に
思
っ
た
ら
、
す

ぐ
に
近
く
の
消
防
署
や
消
防
局
予
防
課
ま
で
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
消
防
局
予
防
課
　
�
２
２
２
‐
０
７
４
４

【天井取り付けの場合】
○壁やはりなどから60センチ
　以上離します。

○エアコンなどの吹き出し口から
　1.5メートル以上離します。

【壁取り付けの場合】
○天井から15センチ～50センチの
　間に設置します。

平
成
十
九
年
度
の
情
報
公
開
制
度
と

個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況
報
告

○
情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況

　
住
民
の
皆
さ
ん
の
組
合
行
政
へ
の
参
加
促
進
と

開
か
れ
た
組
合
行
政
の
推
進
の
た
め
、
組
合
で
保

有
し
て
い
る
公
文
書
を
公
開
す
る
「
情
報
公
開
制

度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
十
九
年
度
の
情
報
公
開
制
度
の
決
定
件
数

は
、
合
計
二
件
で
し
た
。
実
施
機
関
別
の
決
定
件

数
な
ど
は
、
表
の
と
お
り
で
す
。

○
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況

　
住
民
の
皆
さ
ん
の
権
利
や
利
益
の
保
護
と
公
正

で
信
頼
さ
れ
る
組
合
行
政
の
推
進
の
た
め
、
組
合

が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
ル

ー
ル
を
定
め
、
個
人
情
報
の
開
示
・
訂
正
な
ど
を

請
求
す
る
権
利
を
保
障
す
る
「
個
人
情
報
保
護
制

度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
十
九
年
度
は
、
開
示
請
求
、
訂
正
な
ど
の

請
求
は
、
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

※
平
成
十
九
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
情
報
公
開
条
例
と
個

　
人
情
報
保
護
条
例
の
施
行
日
（
平
成
十
九
年
十
月
一
日
）

　
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
の
運
用
状
況
で
す
。
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次
の
消
火
協
力
や
人
命
救
助
に
対
し
て
、
消
防
局
長
か
ら

感
謝
状
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。

◎
二
月
四
日
、
川
越
市
新
宿
町
五
丁
目
地
内
で
発
生
し
た
建

物
火
災
に
お
い
て
、
火
元
建
物
の
玄
関
先
に
い
た
人
を
屋
外

に
救
出
し
、
人
命
救
助
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

・
川
越
市
新
宿
町
五
丁
目
　
　
白
石
や
す
子
さ
ん
　

◎
二
月
九
日
、
川
越
市
今
泉
地
内
で
発
生
し
た
建
物
火
災
に

お
い
て
、
消
火
協
力
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

・
川
越
市
今
泉
　
　
鈴
木
忠
夫
さ
ん
　

◎
二
月
十
三
日
、
川
島
町
中
山
地
内
で
乗
用
車
の
下
敷
き
に

な
っ
て
い
る
女
性
を
発
見
し
、
付
近
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て

救
出
し
、
人
命
救
助
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

・
川
島
町
中
山
　
新
井
精
治
さ
ん
　
・
同
　
山
下
順
平
さ
ん

・
同
　
　
　
　
　
山
下
和
博
さ
ん
　
・
同
　
喜
多
由
美
さ
ん

・
同
　
　
　
　
　
松
本
麻
由
美
さ
ん
・
同
　
田
島
兵
治
さ
ん

・
同
　
　
　
　
　
神
田
登
喜
子
さ
ん

問
い
合
わ
せ
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防
局
総
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川
越
地
区
消
防
組
合
で
は
、
四
月
一
日
よ
り
「
消
防
団
協

力
事
業
所
表
示
制
度
」
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
事
業
所
の
消
防
団
活
動
へ
の
協
力
が
社
会

貢
献
と
し
て
広
く
評
価
さ
れ
る
と
同
時
に
、
事
業
所
の
協
力

を
通
じ
て
、
地
域
防
災
体
制
が
よ
り
い
っ
そ
う
充
実
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
消
防
団
協
力
事
業
所
」
と
し
て
認
め
ら
れ
た
事
業
所
は
、

取
得
し
た
表
示
証
の
社
屋
へ
の
掲
示
、
表
示
証
の
マ
ー
ク
を

自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
表
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
防
災

に
寄
与
し
て
い
る
事
業
所
で
あ
る
と
、
広
く
お
知
ら
せ
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
多
く
の
事
業
所
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
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局
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課
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文
部
科
学
大
臣
表
彰
﹁
創
意
工
夫
功
労
者
賞
﹂
と
、

財
団
法
人
全
国
消
防
協
会
会
長
賞
を
受
賞

○
川
越
西
消
防
署
の
金
子
亮
一
消
防
士
長
が
考
案
し
た
「
頸
椎
固

定
器
具
の
改
良
」
が
平
成
二
十
年
度
科
学
技
術
分
野
の
文
部
科
学

大
臣
表
彰
「
創
意
工
夫
功
労
者
賞
」
を
受
賞
し
、
四
月
二
十
一
日

に
川
越
地
区
消
防
組
合
管

理
者
で
あ
る
舟
橋
功
一
川

越
市
長
か
ら
表
彰
状
と
記

念
品
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
交
通
事
故
な
ど
傷
病
者

の
頸
椎
を
固
定
す
る
器
具

を
改
良
し
、
傷
病
者
の
容

態
の
急
変
に
対
応
で
き
、

回
復
後
の
社
会
復
帰
ま
で

視
野
に
入
れ
た
点
な
ど
が

高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

○
川
越
西
消
防
署
の
田
端
真
二
消
防
士
長
が
考
案
し
た
「
酸
素
マ

ス
ク
の
改
良
」
で
、
蹟
全
国
消
防
協
会
主
催
の
「
消
防
機
器
の
改

良
・
開
発
及
び
消
防
に
関
す
る
論
文
」
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

六
月
五
日
に
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
（
江
東
区
）
で
全
国
消
防
協
会

会
長
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
マ
ス
ク
の
取
り
付
け
が
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
ゴ
ム
ひ
も
を
後
頭
部
に

回
す
必
要
が
な
く
、
頸
椎
の
保
護
、
嘔
吐
時
の
迅
速
な
対
応
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

　
川
越
地
区
消
防
組
合
で
は
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
備
え
、

消
防
機
器
の
開
発
・
改
良
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
局
予
防
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○
ご
存
じ
で
す
か
？
　
川
越
地
区
消
防
組
合
に
は
、
消
防
テ
レ

ホ
ン
ガ
イ
ド
が
あ
り
ま
す
。
ど
こ
で
何
が
起
き
て
、
消
防
車
両

が
出
動
し
て
い
る
の
か
を
電
話
で
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　
消
防
車
両
が
、
火
災
・
救
助
・
警
戒
な
ど
の
災
害
出
動
の
際

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
（
救
急
車
の
み
の
出
動
の
際
は
、
テ
レ

ホ
ン
ガ
イ
ド
で
の
案
内
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
）

　
こ
れ
ら
の
災
害
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
震
が
起
き
た
と
き
に
も
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

消
防
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
　
�
２
２
３
‐
０
７
０
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※
か
け
ま
ち
が
い
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ 

消
防
局
指
揮
統
制
課 
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.1
1
9
kaw
agoechiku.jp/

○
川
越
地
区
消
防
組
合
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
方
法
を
含
め
た
心
肺
蘇
生
法
の
救
命
講
習

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
毎
月
一
回
の
定
例

救
命
講
習
会
の
ほ
か
、
川
越
市
・
川
島
町
の

自
治
会
や
事
業
所
な
ど
を
対
象
と
し
た
団
体

講
習
に
つ
い
て
も
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
　
定
例
救
命
講
習
の
日
程
や
会
場
は
、
広
報

川
越
・
広
報
か
わ
じ
ま
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

消
防
局
救
急
課
　
�
２
２
２
‐
０
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６
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大
切
な
人
の
命
を
救
え
る
の
は

あ
な
た
の
早
い
通
報
と
早
い
応
急
手
当
で
す

消防インフォメーション

実施機関

議　会

管理者

消防長

公平委員会

監査委員

合　計
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2 
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2 

在勤者

0 

法　人

0 

利害関係者

0 

その他

0 

合　計

2 

情報公開制度の実施機関別決定件数（件）

請求・申し出の決定件数（件）

請求者・申し出者の区分（件）

し
ら
い
し

す
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お
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ひ
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き
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じ
ま

へ
い
じ
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六
月
一
日
か
ら
は
す
べ
て
の
住
宅
に

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
が
設
置
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

も
う
付
い
て
ま
す
か
？
住
宅
用
火
災
警
報
器

　
消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
住
宅
（
自
動
火
災
警
報
器
な

ど
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
ア
パ
ー
ト
な
ど
を
含
み
ま
す
）

に
は
、
平
成
十
八
年
六
月
一
日
か
ら
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
同
日
よ
り
前
に
建
築
さ
れ
て
い
た
住
宅
は
、
川

越
地
区
消
防
組
合
の
火
災
予
防
条
例
で
二
年
間
の
設
置
猶

予
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
五
月
三
十
一
日
で

そ
の
猶
予
期
間
が
終
了
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
す
べ
て
の

住
宅
に
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
が
設
置
さ
れ
て
い
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
警
報
器
は
、
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
犠
牲
者
を
少
し
で

も
減
ら
す
た
め
に
設
置
す
る
も
の
で
、
寝
室
や
階
段
な
ど

に
設
置
し
ま
す
。

　
こ
の
警
報
器
を
設
置
す
る
に
は
、
一
定
の
基
準
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
基
準
は
、
左
の
イ
ラ
ス
ト
の
と
お

り
で
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
で
簡
単
に
取
り
付
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
る
方
も
、

再
度
確
認
し
て
、
適
正
な
設
置
場
所
に
設
置
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
訪
問
販
売
に
よ
る
不
適
正
な
販
売
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
法
外
な
価
格
で
売
り
つ
け
る
と
い
っ

た
手
口
が
多
い
よ
う
で
す
。
不
審
に
思
っ
た
ら
、
す

ぐ
に
近
く
の
消
防
署
や
消
防
局
予
防
課
ま
で
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
消
防
局
予
防
課
　
�
２
２
２
‐
０
７
４
４

【天井取り付けの場合】
○壁やはりなどから60センチ
　以上離します。

○エアコンなどの吹き出し口から
　1.5メートル以上離します。

【壁取り付けの場合】
○天井から15センチ～50センチの
　間に設置します。

平
成
十
九
年
度
の
情
報
公
開
制
度
と

個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況
報
告

○
情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況

　
住
民
の
皆
さ
ん
の
組
合
行
政
へ
の
参
加
促
進
と

開
か
れ
た
組
合
行
政
の
推
進
の
た
め
、
組
合
で
保

有
し
て
い
る
公
文
書
を
公
開
す
る
「
情
報
公
開
制

度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
十
九
年
度
の
情
報
公
開
制
度
の
決
定
件
数

は
、
合
計
二
件
で
し
た
。
実
施
機
関
別
の
決
定
件

数
な
ど
は
、
表
の
と
お
り
で
す
。

○
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況

　
住
民
の
皆
さ
ん
の
権
利
や
利
益
の
保
護
と
公
正

で
信
頼
さ
れ
る
組
合
行
政
の
推
進
の
た
め
、
組
合

が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
ル

ー
ル
を
定
め
、
個
人
情
報
の
開
示
・
訂
正
な
ど
を

請
求
す
る
権
利
を
保
障
す
る
「
個
人
情
報
保
護
制

度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
十
九
年
度
は
、
開
示
請
求
、
訂
正
な
ど
の

請
求
は
、
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

※
平
成
十
九
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
情
報
公
開
条
例
と
個

　
人
情
報
保
護
条
例
の
施
行
日
（
平
成
十
九
年
十
月
一
日
）

　
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
の
運
用
状
況
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
局
総
務
課
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次
の
消
火
協
力
や
人
命
救
助
に
対
し
て
、
消
防
局
長
か
ら

感
謝
状
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。

◎
二
月
四
日
、
川
越
市
新
宿
町
五
丁
目
地
内
で
発
生
し
た
建

物
火
災
に
お
い
て
、
火
元
建
物
の
玄
関
先
に
い
た
人
を
屋
外

に
救
出
し
、
人
命
救
助
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

・
川
越
市
新
宿
町
五
丁
目
　
　
白
石
や
す
子
さ
ん
　

◎
二
月
九
日
、
川
越
市
今
泉
地
内
で
発
生
し
た
建
物
火
災
に

お
い
て
、
消
火
協
力
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

・
川
越
市
今
泉
　
　
鈴
木
忠
夫
さ
ん
　

◎
二
月
十
三
日
、
川
島
町
中
山
地
内
で
乗
用
車
の
下
敷
き
に

な
っ
て
い
る
女
性
を
発
見
し
、
付
近
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て

救
出
し
、
人
命
救
助
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

・
川
島
町
中
山
　
新
井
精
治
さ
ん
　
・
同
　
山
下
順
平
さ
ん

・
同
　
　
　
　
　
山
下
和
博
さ
ん
　
・
同
　
喜
多
由
美
さ
ん

・
同
　
　
　
　
　
松
本
麻
由
美
さ
ん
・
同
　
田
島
兵
治
さ
ん

・
同
　
　
　
　
　
神
田
登
喜
子
さ
ん

問
い
合
わ
せ
　
消
防
局
総
務
課
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川
越
地
区
消
防
組
合
で
は
、
四
月
一
日
よ
り
「
消
防
団
協

力
事
業
所
表
示
制
度
」
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
事
業
所
の
消
防
団
活
動
へ
の
協
力
が
社
会

貢
献
と
し
て
広
く
評
価
さ
れ
る
と
同
時
に
、
事
業
所
の
協
力

を
通
じ
て
、
地
域
防
災
体
制
が
よ
り
い
っ
そ
う
充
実
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
消
防
団
協
力
事
業
所
」
と
し
て
認
め
ら
れ
た
事
業
所
は
、

取
得
し
た
表
示
証
の
社
屋
へ
の
掲
示
、
表
示
証
の
マ
ー
ク
を

自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
表
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
防
災

に
寄
与
し
て
い
る
事
業
所
で
あ
る
と
、
広
く
お
知
ら
せ
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
多
く
の
事
業
所
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
局
総
務
課
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文
部
科
学
大
臣
表
彰
﹁
創
意
工
夫
功
労
者
賞
﹂
と
、

財
団
法
人
全
国
消
防
協
会
会
長
賞
を
受
賞

○
川
越
西
消
防
署
の
金
子
亮
一
消
防
士
長
が
考
案
し
た
「
頸
椎
固

定
器
具
の
改
良
」
が
平
成
二
十
年
度
科
学
技
術
分
野
の
文
部
科
学

大
臣
表
彰
「
創
意
工
夫
功
労
者
賞
」
を
受
賞
し
、
四
月
二
十
一
日

に
川
越
地
区
消
防
組
合
管

理
者
で
あ
る
舟
橋
功
一
川

越
市
長
か
ら
表
彰
状
と
記

念
品
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
交
通
事
故
な
ど
傷
病
者

の
頸
椎
を
固
定
す
る
器
具

を
改
良
し
、
傷
病
者
の
容

態
の
急
変
に
対
応
で
き
、

回
復
後
の
社
会
復
帰
ま
で

視
野
に
入
れ
た
点
な
ど
が

高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

○
川
越
西
消
防
署
の
田
端
真
二
消
防
士
長
が
考
案
し
た
「
酸
素
マ

ス
ク
の
改
良
」
で
、
蹟
全
国
消
防
協
会
主
催
の
「
消
防
機
器
の
改

良
・
開
発
及
び
消
防
に
関
す
る
論
文
」
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

六
月
五
日
に
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
（
江
東
区
）
で
全
国
消
防
協
会

会
長
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
マ
ス
ク
の
取
り
付
け
が
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
ゴ
ム
ひ
も
を
後
頭
部
に

回
す
必
要
が
な
く
、
頸
椎
の
保
護
、
嘔
吐
時
の
迅
速
な
対
応
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

　
川
越
地
区
消
防
組
合
で
は
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
備
え
、

消
防
機
器
の
開
発
・
改
良
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
局
予
防
課
　
�
２
２
２
‐
０
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○
ご
存
じ
で
す
か
？
　
川
越
地
区
消
防
組
合
に
は
、
消
防
テ
レ

ホ
ン
ガ
イ
ド
が
あ
り
ま
す
。
ど
こ
で
何
が
起
き
て
、
消
防
車
両

が
出
動
し
て
い
る
の
か
を
電
話
で
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　
消
防
車
両
が
、
火
災
・
救
助
・
警
戒
な
ど
の
災
害
出
動
の
際

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
（
救
急
車
の
み
の
出
動
の
際
は
、
テ
レ

ホ
ン
ガ
イ
ド
で
の
案
内
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
）

　
こ
れ
ら
の
災
害
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
震
が
起
き
た
と
き
に
も
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

消
防
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
　
�
２
２
３
‐
０
７
０
０

※
か
け
ま
ち
が
い
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ 

消
防
局
指
揮
統
制
課 

�
２
２
２
‐
０
７
０
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.1
1
9
kaw
agoechiku.jp/

○
川
越
地
区
消
防
組
合
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
方
法
を
含
め
た
心
肺
蘇
生
法
の
救
命
講
習

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
毎
月
一
回
の
定
例

救
命
講
習
会
の
ほ
か
、
川
越
市
・
川
島
町
の

自
治
会
や
事
業
所
な
ど
を
対
象
と
し
た
団
体

講
習
に
つ
い
て
も
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
　
定
例
救
命
講
習
の
日
程
や
会
場
は
、
広
報

川
越
・
広
報
か
わ
じ
ま
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

消
防
局
救
急
課
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大
切
な
人
の
命
を
救
え
る
の
は

あ
な
た
の
早
い
通
報
と
早
い
応
急
手
当
で
す

消防インフォメーション

実施機関

議　会

管理者

消防長

公平委員会

監査委員

合　計

全部公開

0 

0  

0 

0 

0 

0 

部分公開

0 

2  

0 

0 

0 

2 

非公開

0 

0  

0 

0 

0 

0 

取り下げ

0 

0  

0 

0 

0 

0 

合　計

0 

2  

0 

0 

0 

2 

請　求

申し出

合　計

全部公開

0 

0 

0 

部分公開

0 

2 

2 

非公開

0 

0 

0 

取り下げ

0 

0 

0 

合　計

0 

2 

2 

住　民

2 

在勤者

0 

法　人

0 

利害関係者

0 

その他

0 

合　計

2 

情報公開制度の実施機関別決定件数（件）

請求・申し出の決定件数（件）

請求者・申し出者の区分（件）
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【負担金】消防行政を運営するうえで必要な主な財源は、組合を構成する川越市と川島町からの負担金です。
※　比率（％）の合計は、端数処理の関係で100％にならないことがあります。

負担金
　4,557,554,000円
　　　　　　（95.8％）

消防費（消防活動等に必要な経費）
　4,520,962,000円（95.0％）

平
成
二
十
年
度
予
算

歳入

歳出

組合債
　152,300,000円（3.2％）
繰越金
　20,000,000円（0.4％）

諸収入
　21,714,000円（0.5％）

使用料および手数料
　4,632,000円（0.1％）

財産収入
　2,538,000円（0.1％）

平成20年度当初予算　47億5,873万8千円
公債費
（長期債の元金および利子）
　223,885,000円（4.7％）
議会費
（議員報酬等の議会運営費）
　5,765,000円（0.1％）
総務費
（特別職・公平委員・監査委員の報酬等の経費）
　3,626,000円（0.1％）
予備費
　4,500,000円（0.1％）

消
防
車
両
紹
介
シ
リ
ー
ズ
⑦

は
し
ご
付
消
防
自
動
車
（
は
し
ご
車
）

　
は
し
ご
車
は
、
高
層
ビ
ル
な
ど
の
高
所
で
の
消
火
活
動
や
逃
げ

遅
れ
た
方
や
自
力
避
難
が
困
難
な
方
を
先
端
に
付
い
て
い
る
バ
ス

ケ
ッ
ト
や
リ
フ
タ
ー
を
活
用
し
て
救
出
す
る
車
両
で
す
。

　
ま
た
、
高
所
だ
け
で
は
な
く
、
斜
め
下
方
向
に
は
し
ご
を
伸
ば

す
機
能
も
あ
り
、
水
難
事
故
な
ど
で
、
は
し
ご
車
よ
り
も
低
い
場

所
に
い
る
救
助
を
求
め
て
い
る
方
を
救
出
す
る
と
き
に
も
活
躍
し

ま
す
。

　
は
し
ご
の
高
さ
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
川
越
地
区
消
防
組
合
で
は
、

十
五
メ
ー
ト
ル
級
（
一
台
）
・
三
十
五
メ
ー
ト
ル
級
（
二
台
）
・

四
十
六
メ
ー
ト
ル
級
（
一
台
）
の
四
台
の
は
し
ご
車
を
、
地
域
の

特
性
に
合
わ
せ
て
配
置
し
て
い
ま
す
。

【
主
な
積
載
品
】

　
○
空
気
呼
吸
器

　
　
火
災
で
発
生
す
る
煙
や
有
毒
ガ
ス
な
ど
か
ら
身
を
守
り
ま
す
。

　
　
重
さ
は
約
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
隊
員
は
、
圧
縮
さ
れ
た
空
気

　
が
入
っ
て
い
る
ボ
ン
ベ
を
背
負
い
、
面
体
（
マ
ス
ク
）
を
着
け

　
て
活
動
し
ま
す
。

　
○
送
排
風
機

　
　
充
満
し
て
い
る
煙
を
屋
外
へ
排
出
し
た
り
、
新
鮮
な
空
気
を

　
送
風
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
配
置
場
所
】

　
川
越
北
消
防
署
（
46
メ
ー
ト
ル
級
）

　
川
越
中
央
消
防
署
（
35
メ
ー
ト
ル
級
）

　
高
階
分
署
（
15
メ
ー
ト
ル
級
）

　
川
越
西
消
防
署
（
35
メ
ー
ト
ル
級
）

15メートルに伸ばした
ところ（高階分署）

15メートルに伸ばし、伏せたところ（川越北消防署）


